
15. 気力線

実験室：実習工場棟１階　 気 子学生実験室(4)

１.　目的

　アルミ箔に 流を通じ, 検流 を用いて等 位線を描く.等 位線より 気力

線の分布の様子を作図する. 場の形成と 流の流れを可視化することで, 
磁気学の理 を深める.

２.　理論

　抵抗率r, 厚さ t の無限平面板（箔）上に半径 a の二つの円筒型 極が間隔 d
(d>>a)でおかれている. 極 1 に 位f1を印加し, 極 2 を接地するとき, 任意
の点での 位と両 極間の合成抵抗を求める.
　この場合 極間の 離が大きいので, 任意の点の 位は, 一方の 極だけが

あって 流 I が流出または流入しているときの 位の和によって 似される.
流が 極 1から流出し 極 2に流入すると考えると, 極の中心から r1, r2の

離にある点 Pの 位fには, 両 極によりそれぞれ
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となる.
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極 1表面では, r1=a, r2~dでf=f1, 同様に 極 2表面では, r1~d, r2=aでf=0であ
るから,
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が導かれ, 両 極間の 位差 Vは,
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となるので, 合成抵抗 Rは,
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となる.

３.　装置

　教科書「物理学実験」の p.200, ３．装置を参照のこと.

４.　実験方法

　　教科書「物理学実験」の p.200-202, ４．方法及び５．注意を参照のこと.た
だし, 以下に挙げた幾つかの変更点がある.

・ 教科書ではバッテリーと可変抵抗を 源として用いているが, こ
れをボックス型 源で代行する.
・ (1)において, アルミ箔に流す 流を 2[A]から 0.5[A]に変更する.
・ 検流 の感度は最大とせよ（sens.つまみをいっぱいに回す）.ただ
し, 感度を変えるときはメーター針の振れ具合に注意せよ.
・ (4)の後半 分, 等 位線から 気力線を作図する作業は, 各自家
で行う.
・ p.202の(4)の実験（第 156図）は, 時間があれば行う.
・ 実験中ならいつでも良いが, 極 1,2間の 離 dと 極の半径a, 
源に表示されている 圧 V, 流 Iをメモしておくこと（考察・ 題

(3)で必要な値）.

５.　考察・ 題

(1) 等 位線に直交する線を引き, 気力線の分布の様子を作図せよ.



(2) 式(2)より, r2/ r1が一定になるように曲線をひくと, それは等 位線になる.
これと実験により求めた等 位線とを比 し考察せよ.

(3) 式(5)を用いて, アルミ箔の抵抗率rを求めよ.アルミ箔の厚さ tは 12 [mm]と
する.また, 文献(2)によるとアルミ箔の抵抗率rは 2.5 [

† 

mW ⋅cm]である.実験
値と比べてどうか.
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